
令和元年度研究開発成果概要図 （目標・成果と今後の研究計画）

２．研究開発の目標

３．研究開発の成果

１．研究課題・受託者・研究開発期間・研究開発予算
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様式1-4-3 (2020-1)

◆研究開発課題名：データ連携・利活用による地域課題解決のための実証型研究開発（第２回）
◆副題 ：重症心身障害児の微細な反応を検知し、解析結果をお知らせするシステムの研究開発

◆実施機関 ： 学校法人四国大学
◆研究開発期間：令和元年度から令和2年度（2年間）
◆研究開発予算：総額20百万円（令和元年度10百万円）

採択番号：21408

研究開発成果：解析可能で意味づけ妥当なデータ取得方法を確立

研究開発項目1：ヒアリングと実施計画の策定 研究開発項目２： 重症児選定とプレデータ解析

・専門識者から養育者への「意思疎通方法」「反応の種類」の知見提供の効率化・重症児の「意思表示」「反応」の解析による療養重症児のADL/QOLの向上・
重症児をケアする養育者や専門職者の精神的負担軽減と緊急対応への間接的な軽減・専門識者や養育者等、重症児関係者間の重症児意思や反応知見の統一化と
情報共有

研究開発目標

研究開発成果：データ取得の課題や留意点を発見し、その方向性と手法の仮設

研究開発成果

重症児の個別性
・データ取得の際の状態に留意
・データ取得のセンサ特性に留意
・取得データを解釈する際の留意

 解析可能なデータを取得する方法の確立

重症児の体位、使用する機器、撮影時のカメラアングル、重症児の状態、
撮影時の周辺環境等を種々変化させて検討し、ベストな方法を見出した。

対象：
年齢や障害の程度、コミュニケーション能力に差のある大島分類１～４の重症児（者）１３名

１）重症児は表情を通常通り撮影しても、解析可能なデータが取得できないため、撮影方
法を検討し、解析可能データを取得できるようにする。

２）取得したデータの解析結果を十分精査し、妥当な解析結果を得られるようにする。

研究開発目標

研究開発成果

質問紙調査（138名）
面接調査（13名）

課題や留意点の洗い出し

データ取得の方向性と手法の確立

データ取得の際の留意事項
・児の自由な動きを妨げない
・ストレスにならない

データ取得の場面

・日常生活において

・医療的ケア時において

＋
 データ解析の妥当性
１）肉眼ではわからない表情の変化も、筋緊張の変化データを解析することで、微細な

表情変化があることがわかった。
２）表情変化は、時系列データとして視覚化・数値化できることが確認でき、解析情報

を介して共通認識できる可能性があるとの見解を得た。
３）非接触バイタルサインセンサーは、心拍数の急激な変化を捉えることに関し、セン

シング手法によって、誤差が大きく利用できないものがあることがわかった。
４）一般人の表情データを学習させた感情モデルは使用できないことがわかった。
５）表情解析により重症児の快・不快の検証が一部可能であることがわかった。



４．特許出願、論文発表等、及びトピックス
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国内出願 外国出願 研究論文 その他研究発表 標準化提案
プレスリリース

報道
展示会 受賞・表彰

０
( 0 )

０
( 0 )

０
(０)

７
(７)

０
( 0 )

０
( 0 )

０
( 0 )

０
( 0 )

※成果数は累計件数、（ ）内は当該年度の件数です。

５．今後の研究開発計画

表情解析については重症児の状態の把握（眼の動き・表情筋の動きについてのデータ取得）が必要であり、当初計画にない機器も視野に入れ、解析ソフトの
モジュールを追加するなど、様々な方法を模索しながらデータ取得と解析を行っていく。

非接触バイタルサインの正確さを検証する目的で、医療用モニターの値を比較対象としている。重症児は在宅でモニターをつけている場合が多く、その機器を
観察してメモし、それらの値をパソコンに手入力して非接触センサーの値と比較してきた。その結果、当初使用予定としていた非接触センサーが、異常時に許容
量を超える誤差を示し、重症児には適用できないことがわかった。このことは、今後さらに詳細にデータ採取して比較検討する必要があるが、メモした値を手入
力する方法では時間と労力がかかり、入力ミスのリスクも避けられない。そこで、医療用モニター値を自動記録してCSVデータとして出力可能な機器を購入した。
一方、非接触センサーが誤差を示す問題点については、他の複数の非接触センサーを検証し、許容範囲の精度でデータ採取できるシステムを構築する。

呼吸音に関しては、非接触の状態で記録し、その音データを平常時と比較することによって異常時の検知をすることを想定している。集音マイクで収集した重
症児の呼吸音をレコーダーに録音し解析したところ、周期性のない周辺雑音が信号音に被さり、ノイズキャンセルも十分できないことがわかった。そのため、当
初、音解析は困難であると判断したが、許容範囲の精度で採取できるセンサーを開発している企業の存在を知り、検証したところ優れた特性があることがわかっ
た。そこでこのセンサーを用いた解析システムをレンタルすることとした。これは、全くの非接触ではないが、周囲の雑音を聴取せず、間歇的方法で採取できるも
のであり、開発モデルにも活用していく。

これらを踏まえ、研究開発項目３ 本検証、データ取得と解析、研究開発項目４ お知らせ機能の開発、 研究開発項目５ お知らせプログラムの実証実験を
行っていく予定である。

2019年12月３日「本格的ＩｏＴ時代をにらんだ電波分野の研究者ネットワーク」第５回意見交換会（四国総合通信局無線通信部電波利用企画課）
2019年12月７日「第6回地域活性学会中国四国支部会・研究会」の発表の際には、専門識者から、本研究について、有意義な内容であり、非接触での
データ取得の方法としての助言や、重症児以外の人々や地域活性化に向けて肯定的な意見をいただいた。

2020年1月12日 第4回バリフリBOX（展示体験・講習会） 参加
主催：徳島県肢体不自由児者父母の会連合会、 共催：徳島赤十字ひのみね総合療育センター

今回研究協力してくださっている方々が代表を務めている。本研究では重症心身障害児の快・不快を捉えるため、バイタルサインとあわせて、わずかな表
情の変化についてデータ採取している。わずかな表情の変化とは、表情筋の動き、口の動き、眼の動きなどであるが、現在、使用している表情解析ソフトで
は、眼の動きの変化を捉えることが難しい。そこで、視力入力を活用すれば、視線の履歴を把握できると考え、実際にデータ収集に協力してくださっている
対象者の方と一緒に、視力入力の活用体験に参加した。その結果、今回開発する「お知らせシステム」のデータ収集・解析・プログラム作成に深い関連性を
持つことがわかり、本研究の進展に価値がある内容となった。
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